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魚類は、広域漁場内の着定基質では、平成 26 年 6 月にウミタナゴ、アカメバル、アイナメの計 3 種、9

月にはマアジ、マダイ、クロダイ、イシダイ、ウミタナゴ、アイナメ、クサフグの計 7 種が観察された。

天然藻場では、平成 26 年 9 月に、マアジ、クロダイ、ウミタナゴ、クサフグの計 4 種が観察された。なお、

平成 26 年 9 月の天然藻場では、マアジが視界 5m あたりで 1,000 尾と最も多く出現した。 

3. ハタハタの産卵状況調査 

ハタハタの卵塊は、広域漁場内の着定基質に生育するホンダワラ類には付着していなかった。一方、天

然藻場に生育するフシスジモク、ヨレモク、ジョロモクでは、卵塊の付着数は藻体あたりそれぞれ 1～ 9

個、1～14 個、1～21 個であり、ジョロモクが多かった。なお、ハタハタ卵塊が付着していた各ホンダワラ

類藻体の全長、主枝数は、フシスジモクが 31～85 ㎝、3～6 本、ヨレモクが 78～148 ㎝、3～36 本、ジョロ

モクが 139～199 ㎝、46～190 本と、ハタハタの卵塊が最も多く付着したジョロモクの全長が長く、主枝数

も多かった。 

4. ホンダワラ類の幼胚、種苗供給効果調査 

 H25、H26 除去基質では、平成 27 年 2 月に、フシスジモクが各々0～50％、5～40％の被度で生育してい

た。ヨレモクの成熟藻体を取付けした着定基質では、その生育が観察されなかった。H25 除去基質に生育

するフシスジモクは、H26 除去基質のものに比べて主軸や主枝が長く、1 齢と考えられる藻体が生育してい

た。H25 除去基質では、フシスジモクが対照区に比べて 2.2～6.3 倍の現存量で生育し、卓越群落を形成し

ていた。 

海藻移植用プレートは、取付けした 62 個のうち 3 個がホルダーごと流失した。プレート上のヨレモク幼

体は、残りの 44 個のプレートのうち 26 個で生育が確認され、生残率が 59％であった。フシスジモクは、

残りの 17 個のプレートのうち 12 個で生育が確認され、生残率が 71％であった。なお、プレート上のヨレ

モク、フシスジモクの全長は、それぞれ 2～30 ㎜、5～25 ㎜であった。 

 

考 察 

天然藻場では、フシスジモク、ヤツマタモク、ヨレモク、ジョロモクの生育が観察されたため、当広域

漁場ではこれらのホンダワラ類の繁殖が期待できた。天端面の付着生物を除去した着定基質ではフシスジ

モクが良好に生育したため、イワガキなどの着生がホンダワラ類の生育を阻害していることが考えられた。  

また、ホンダワラ類の成熟時期である 5～6 月に整備された着定基質では、フシスジモクが良好に生育し

たため、その時期に着定基質の付着生物を除去することで、ホンダワラ類の生育を促すことができると考

えられた。 

ヨレモクは、成熟藻体を取り付けした着定基質での生育が認められなかった。ホンダワラ類は海水流動

の大きな場所では幼胚の付着が困難な種があるとされ、また、ヨレモク幼胚は振とう実験では付着率が低

いことが報告されている。このため、当広域漁場ではヨレモク幼胚の付着できないほどの海水流動があり、

ヨレモクが発生しなかったことが考えられる。今後、当広域漁場とその近傍にある天然藻場のホンダワラ

類の生育と海底面の流速を調査し、両者の関係を比較検討することで、ホンダワラ類の生育場の適否を流

速で判断できる可能性が示唆される。 

 ハタハタの卵塊は、今回の調査では、天然藻場に生育するフシスジモク、ヨレモク、ジョロモクのうち、

ジョロモクに最も多く付着していた。このことから、これまでの調査で高い産卵効果が認められたヨレモ

クに加えて、ジョロモクもハタハタ産卵場造成の対象種として適することが考えられた。 

 

発表誌：平成 26 年度日本海沿岸漁場造成効果調査業務委託 青森県産業技術センター水産総合研究所，平

成 27 年 3 月 

発表誌：平成 26 年度日本海沿岸漁場造成効果調査業務委託報告書．青森県産業技術センター水産総合

研究所，平成 27 年 3 月 

日本海沿岸漁場造成効果調査（赤石地区） 

（要 約） 

 

遊佐貴志 

 

目 的 

 赤石地区漁場内の着定基質に生育するホンダワラ類等の海藻等及び蝟集生物、ハタハタの産卵状況を調

査する。 

 

材料と方法  

1．ホンダワラ類の生育状況調査 

平成 26 年 7 月、10 月、平成 27 年 2 月に赤石地区漁場内の着定基質（πブロック 8ｔ型、円形セピア、

シークロス）において、ホンダワラ類等の生育海藻と生息する底生動物を枠取り採取するとともに、これ

ら生物と蝟集魚類を目視調査した。さらに、平成 26 年 7 月と平成 27 年 2 月には、ホンダワラ類の葉上動

物をかぶせ網によってホンダワラ類ごと採集した。また、比較のため、赤石地区漁場近傍の天然のホンダ

ワラ類藻場において、同様の内容で調査を行った。 

2．ハタハタの産卵状況調査 

平成 27年 1月に赤石地区漁場内に設置された着定基質に生育するホンダワラ類等海藻に産み付けられた

ハタハタ卵塊について、海藻ごと枠取り採取するとともに付着個数をホンダワラ類の種別に目視調査した。

また、比較のため、赤石地区漁場周辺及び、赤石漁港周辺の天然ホンダワラ類藻場において、同様の内容

で調査を行った。 

3．ウスメバルの生息状況調査 

平成 26 年 7 月、10 月、平成 27 年 1 月に赤石地区漁場内の着定基質周辺に生息するウスメバルについて

目視調査を行った。また、比較のため、赤石地区漁場周辺にある天然ホンダワラ類藻場において、同様の

内容で調査を行った。 

 

結 果 

1．ホンダワラ類の生育状況調査 

漁場内において、7 月にホンダワラ類 5 種、その他海藻 13 種、10 月にホンダワラ類 7 種、その他海藻

17 種、2 月にホンダワラ類 5 種、その他海藻 20 種が観察された。また、天然藻場では、7 月にホンダワラ

類 4 種、その他海藻 5 種、10 月にホンダワラ類 5 種、その他海藻 5 種、2 月にホンダワラ類 4 種、その他

海藻 3 種が観察された。 

漁場内において蝟集底生動物は、7 月に軟体動物 5 種、節足動物 3 種、棘皮動物 1 種、10 月に軟体動物

10 種、節足動物 2 種、棘皮動物 1 種、2 月に軟体動物 6 種、節足動物 2 種、棘皮動物 2 種が確認された。

また、天然藻場では、7 月に軟体動物 3 種、節足動物 1 種、棘皮動物 1 種、10 月に軟体動物 3 種、節足動

物 1 種、2 月に軟体動物 3 種、節足動物 1 種、棘皮動物 1 種が確認された。 

漁場内においてホンダワラ類葉上動物は、7 月に節足動物 23 種、環形動物 5 種、軟体動物 4 種、刺胞動

物 1 種、脊椎動物 1 種、2 月に節足動物 12 種、軟体動物 2 種が観察された。また、天然藻場では、7 月に

節足動物 17 種、環形動物 3 種、軟体動物 6 種、刺胞動物 1 種、2 月に節足動物 21 種、環形動物 2 種、軟

体動物 5 種、棘皮動物 1 種が観察された。 

2．ハタハタの産卵状況調査 

枠取り調査及び目視観察調査において、着定基質ではハタハタの卵塊が確認されなかった。漁場周辺の
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天然藻場でマメタワラに、漁港周辺の天然藻場でスギモクとジョロモクにハタハタ卵塊が付着しているの

が確認された。付着していた卵塊の状態は全て発眼または孵化済卵塊であった。 

3．ウスメバルの生息状況調査 

ウスメバル稚魚は、着定基質周辺及び天然ホンダワラ類藻場ともに確認されなかった。 

 

考 察 

ホンダワラ類は漁場内の着底基質において、各調査月で概ね生育が確認されたが、着底基質の設置時期

や場所によって変異もあり今後も経過を観察する必要がある。 

今回の調査では、ハタハタの産卵は確認することができなかった。漁場周辺は平坦な岩盤場であり、そ

こへ高さがある着定基質を設置したために波浪や潮流の影響を受けやすくなっていたと考えられる。調査

時には着底基質上の藻体のほとんどが潮流によって横倒しになっており、卵塊を産み付けられる垂直に伸

びた主枝はほとんどなかった。そのことによってハタハタにとっては、増殖場周辺の環境が産卵場として

は適さなかった可能性がある。実際に漁港周辺の比較的静穏な天然藻場では多数のハタハタ卵塊が観察さ

れており、ハタハタ親魚は漁場周辺に来遊するにもかかわらず、漁場内を産卵場として選択していないよ

うである。 


